
 
 

防災対策調査特別委員会 行政視察調査報告書 

 

   １ 視 察 日   2024年７月18日（木） 

 

   ２ 視 察 先   ○大阪府大阪市 

             大阪市立阿倍野防災センター「あべのタスカル」 

 

   ３ 視 察 者   委 員 長       米 田 達 也 

            副 委 員 長       義 本 み ど り 

            委   員       石 田  清 

            委   員       木 谷 敏 勝 

            委   員       小 森 弘 詞 

            委   員       福 田 嗣 久 

委   員  村 岡 峰 男 

当   局  畑 中 聖 史（危機管理部長） 

            議会事務局  山 本 雅 彦 

 

あべのタスカル受付 

大阪市消防局予防課からの説明を受ける あべのタスカルロビーにて 

庁舎） 

副防災センター長からの説明を受ける 



日  時 2024年７月 18日（木） 午後１時 30分～２時 45分 

視 察 先 大阪府大阪市 

調査項目 大阪市立阿倍野防災センター「あべのタスカル」視察 

調査内容 「南海・東南海地震や南海トラフ巨大地震などの大災害に備えるため、自分の

住む地域の特性に応じた災害危険を認識することで、必要な知識や技術を選択

し、体験を通じて学ぶことのできる、体験型防災学習施設」を実際に体験し、

災害に対する知識、災害時の適切な行動等を学んだ。 

 

所  感 いくつかある体験コースの中より、約１時間にわたり、自助について学ぶコ

ースを受講した。実際の震度７の揺れを体感できることや、災害の恐ろしさを

現実的に知ることで、消火・避難・救助といった災害時に必要な一連の行動を

体験しながら学習することができた。 

大阪市が運営、無料で利用でき、近年の防災意識の高まりから、多くの来場

者がある様で、実際に体験し、大阪市の行政として市民の命を守るため、防災

に対する取り組みに注力されている姿勢を強く感じた。 

体験コース終了後に、副防災センター長より、東日本大震災の発災時に現地

に居られたことから、実体験を伺った。壮絶な現地の状況を直接目の当たりに

されたのを聞き、先ずは命を守るための行動を最優先し、いつ起こるか分から

ない災害に対する備え、心構えを持っておくことの重要性を強く感じた。 

本市においても地震、津波といった災害に備えるべく、日常的に市民への防

災意識の向上に努めたい。 

 

 

 

 


